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戦
禍
に
よ
る
貧
困
国
家
の
一
つ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
二
〇
一

五
年
八
月
九
日
午
後
、
新
千
歳
空
港
を
出
発
し
て
六
泊
七
日

を
訪
れ
た
。
訪
問
の
き
っ
か
け
は
た
ま
た
ま
本
年
四
月
か
ら

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
供
の
就
学
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
「
ア

ナ
コ
ッ
ト　

カ
ン
ボ
ジ
ア
」（
田
中
千
草
代
表
・
写
真
）
の
〝
里

親
〟
と
な
っ
た
た
め
、〝
里
子
〟
に
会
い
に
行
く
た
め
だ
。「
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
国
家
予
算
の
赤
字
分
を
外
国
か
ら
の
援
助
で
穴

埋
め
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
被
援
助
国
。
今
回
の

訪
問
で
は
第
二
の
都
市
、
シ
ャ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
で
「
ア
ナ

コ
ッ
ト
」
の
活
動
な
ど
を
見

聞
し
た
が
、
貧
困
で
苦
し
む

庶
民
を
善
意
や
寄
付
で
支
え

る
日
本
人
に
出
会
っ
た
。
そ

の
ご
く
一
端
を
紹
介
す
る
。

　

戦
禍
に
伴
い
、
貧
困
国
家
に

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
〝
独
立
の
父
〟
と
敬
愛
さ
れ
て
い
る
シ

ア
ヌ
ー
ク
殿
下
の
子
息
、
シ
ハ
モ
ニ
国
王
を
君
主
と
す
る

立
憲
制
。
ベ
ト
ナ
ム
派
と
い
わ
れ
る
フ
ン
・
セ
ン
（
人
民

党
）
氏
が
首
相
。
二
〇
一
三
年
の
国
民
会
議
選
挙
で
与
党

が
辛
勝
し
て
い
る
。
ク
メ
ー
ル
人
が
九
〇
％
を
占
め
る
。

　

古
来
、
ベ
ト
ナ
ム
や
タ
イ
と
の
間
で
戦
争
が
絶
え
ず
支

配
、
被
支
配
の
関
係
だ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
り
、

そ
の
後
日
本
の
植
民
地
と
も
な
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
も

戦
禍
が
絶
え
ず
、極
端
な
共
産
主
義
を
掲
げ
る
ク
メ
ー
ル
・

ル
ー
ジ
ュ
の
ポ
ル
・
ポ
ト
派
政
権
は
、
米
国
や
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
へ
の
反
発
と
し
て
誕
生
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、ベ
ト
ナ
ム
軍
が
侵
攻
し
て
、そ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
で
現
政
府
が
樹
立
し
た
も
の
の
、
ポ
ル
・
ポ
ト
派
が
い

わ
ゆ
る
教
員
ら
知
識
人
ら
を
含
め
て
大
量
虐
殺
し
た
た
め

に
、い
ま
だ
に
社
会
全
体
に
そ
の
ひ
ず
み
が
残
っ
て
い
る
。

一
九
九
二
年
に
は
初
の
自
衛
隊
Ｐ
Ｋ
Ｏ
が
停
戦
監
視
要
員

と
し
て
出
動
し
て
い
る
。

　

国
家
予
算
の
25
％
以
上
を
外
国
に
依
存

　

二
〇
一
五
年
の
国
家
予
算
の
う
ち
、
歳
入
内
訳
は
、

税
収
入
二
四
億
ド
ル
（
約
二
八
八
〇
億
円
、
一
米
ド
ル

一
二
〇
円
で
換
算
、
以
下
同
）、
税
外
収
入
三
億
六
六
〇
〇

万
ド
ル
（
約
四
四
〇
億
円
）
と
し
て
、
外
国
か
ら
の
贈
与

一
億
三
四
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
六
一
億
円
）、
外
国
か
ら

の
借
款
八
億
ド
ル（
約
九
六
〇
億
円
）等
を
見
込
ん
で
お
り
、

二
五
％
以
上
を
外
国
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し

て
、
対
外
借
入
枠
も
八
億
八
八
〇
〇
万
ド
ル
（
約
一
〇
六

六
億
円
）
要
求
し
て
い
る
。

　

実
際
、
国
道
な
ど
主
要
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
経
費
は
日
本

な
ど
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
賄
わ
れ
た
ほ
か
、
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市

内
の
交
通
信
号
な
ど
も
国
内
外
か
ら
の
〝
寄
付
〟
で
設
置

さ
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
だ
。

　

賄
賂
が
横
行
、
庶
民
は
節
税
が
当
た
り
前

　

公
務
員
の
給
与
も
低
く
、
月
二
〇
〇
ド
ル
（
二
万
四
千

円
）
～
四
〇
〇
ド
ル
（
四
万
八
千
円
）
で
、
最
低
で
も
三

〇
〇
ド
ル
（
三
万
六
千
円
）
必
要
と
い
わ
れ
る
中
、
例
え

ば
警
察
官
は
交
通
違
反
者
か
ら
取
っ
た
違
反
金
は
自
分
の

〝
収
入
〟
と
す
る
な
ど
公
然
と
賄
賂
が
横
行
し
て
い
る
。

実
際
、
筆
者
が
入
国
の
際
、
勘
違
い
し
て
三
〇
ド
ル
（
三

六
〇
〇
円
）
の
ビ
ザ
発
給
料
金
を
三
〇
〇
ド
ル
（
三
万
六
千

円
）
支
払
っ
た
が
、
お
金
を
数
え
る
こ
と
な
く
、
知
ら
ん

顔
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
は
市
街
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
二
年

前
に
新
築
さ
れ
た
も
の
の
、
職
員
ら
は
「
現
行
給
与
で
は

郊
外
ま
で
通
え
な
い
」
と
〝
通
勤
拒
否
〟
を
実
行
し
て
い

る
た
め
、
新
庁
舎
は
未
利
用
で
、
学
校
校
舎
な
ど
を
活
用

し
て
分
散
行
政
で
対
応
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　

一
方
、
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
主
は
「
月
額

一
二
〇
ド
ル
（
一
万
四
四
〇
〇
円
）
を
超
え
る
と
高
い
所
得

税
を
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
か
え
っ
て
手
取
り
が
減

　

萩
本
和
之

貧
困
層
を
支
え
る
ド
サ
ン
コ
ら

「
寄
付
国
家
」カ
ン
ボ
ジ
ア
の
断
章
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る
か
ら
、
従
業
員
へ
の
給
与
の
額
面
は
一
〇
〇
ド
ル
（
一
万

二
千
円
）
ぐ
ら
い
に
抑
え
て
、残
り
は
裏
支
給
を
し
て
い
る
」

と
話
す
な
ど
庶
民
の
間
で
は
納
税
意
識
は
か
な
り
希
薄
だ
。

　

副
業
な
し
で
生
活
で
き
な
い
教
員

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
制
度
は
日
本
と
同
じ
六
・
三
義
務

教
育
制
。
教
員
は
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
月
四
〇
ド
ル
（
四

八
〇
〇
円
）
～
六
〇
ド
ル
（
七
二
〇
〇
円
）
前
後
と
極
端

に
低
く
、
全
員
が
副
業
を
し
て
い
る
。
タ
ク
シ
ー
の
運
転

手
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
な
ど
職
業
も
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
小
学
校

は
午
前
、
午
後
の
二
部
制
の
交
代
勤
務
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど

の
教
員
は
空
き
教
室
な
ど
を
使
っ
て
の
私
塾
を
開
き
、
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
自
分
の
担
当
児
童
の
教
育
を
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
塾
の
代
金
を
支
払
え
な
い
貧
困
層
の
子
供

は
正
規
の
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
こ
と
や
、
通
学
さ
え

断
念
す
る
子
も
現
れ
、
こ
の
国
で
も
教
育
に
伴
う
〝
貧
困

の
負
の
連
鎖
〟
と
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
０
人
弱
の
子
供
が
〝
里
子
〟
に

　

こ
う
し
た
中
で
、〝
貧
困
の
負
の
連
鎖
〟
を
少
し
で
も

断
と
う
と
、田
中
代
表（
三
七
）が
就
学
教
育
支
援
団
体「
ア

ナ
コ
ッ
ト
（
ク
メ
ー
ル
語
で
『
未
来
』）
里
親
会
」
を
二
〇

一
〇
年
に
設
立
し
た
。
芦
別
市
や
赤
平
市
の
小
、
中
学
校

で
教
員
を
経
験
し
た
田
中
さ
ん
は
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
二

年
間
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
青
年
海
外
協
力
隊
と

し
て
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
内
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
一
の
マ
ン
モ

ス
校
、
ワ
ッ
ト
・
ポ
ー
小
学
校
で
音
楽
な
ど
を
教
え
た
の

が
き
っ
か
け
。任
期
終
了
後
い
っ
た
ん
帰
国
し
た
も
の
の
、

現
地
住
民
ら
の
要
望
を
受
け
て
再
び
同
校
へ
戻
り
、
校
長

補
佐
と
し
て
器
楽
合
奏
を
指
導
す
る
傍
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
「
ア
ナ
コ
ッ
ト
」
を
通
じ
て
、
貧
困
家
庭
の
経
済

的
な
支
援
や
就
学
協
力
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
「
ア

ナ
コ
ッ
ト
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
八
人
。

　

就
学
支
援
は
ユ
ニ
ー
ク
な
里
親
制
度
で
、日
本
人
の〝
里

親
〟
が
シ
ャ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
の
〝
里
子
〟
に
毎
年
二
〇
〇

ド
ル
（
二
万
八
千
円
）
を
贈
る
も
の
。
日
本
各
地
の
〝
里

親
〟
か
ら
の
支
援
で
小
、
中
学
生
計
一
七
二
人
が
元
気
に

明
る
く
学
校
へ
通
っ
て
い
る
。

　

今
年
一
一
月
か
ら
は
高
校
へ
進
学
す
る
〝
里
子
〟
も
誕

生
す
る
。
五
年
前
か
ら
〝
里
親
〟
と
な
っ
た
茨
城
県
つ
く

ば
市
の
夫
婦
は
中
学
三
年
生
の
長
男
と
一
緒
に
訪
れ
、
八

月
一
一
日
に
同
学
年
の
〝
里
子
〟
と
感
激
の
再
会
を
果
た

し
、「
高
校
へ
行
っ
て
も
支
援
を
す
る
の
で
、
頑
張
っ
て
」

と
〝
里
子
〟
を
激
励
し
て
い
た
。

　

親
た
ち
の
経
済
的
自
立
の
た
め
に

　

一
方
、
就
学
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
親
が
経
済
的
な

貧
困
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
が
大
事
と
、「
ア
ナ
コ
ッ
ト
」

は
〝
里
子
〟
の
親
た
ち
に
縫
製
を
教
え
、
そ
の
製
品
を
日

本
で
販
売
す
る
こ
と
を
昨
年
か
ら
本
格
的
に
進
め
て
い
る
。

田
中
さ
ん
が
滝
川
高
校
出
身
な
の
で
滝
川
市
な
ど
が
全
面

的
に
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
縫
製
の
技
術
支
援
に
は
滝
川

消
費
者
協
会
が
応
援
し
て
、
い
ま
で
は
十
数
人
が
上
手
に

ゾ
ウ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
や
、布
袋
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。「
働

く
喜
び
を
感
じ
る
し
、
経
済
的
に
潤
っ
て
い
る
」
と
作
業

を
し
て
い
る
母
親
た
ち
も
自
立
へ
の
自
信
を
深
め
、
販
売

利
益
を
も
と
に
、
共
同
で
バ
イ
ク
を
購
入
す
る
な
ど
お
互

い
を
支
え
合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

出
来
上
が
っ
た
縫
製
品
の
販
売
は
芦
別
の
道
の
駅
「
ス

タ
ー
プ
ラ
ザ
芦
別
」
な
ど
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

も
行
っ
て
い
る
。
九
月
四
日
か
ら
三
日
間
行
わ
れ
た
Ｈ
Ｔ

Ｂ
「
イ
チ
オ
シ
！
ま
つ
り
」
に
は
滝
川
市
国
際
課
職
員
の

全
面
協
力
で
出
店
。
ゾ
ウ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
は「
か
わ
い
い
」

と
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

　

貧
困
家
庭
の
病
人
な
ど
に
も
手
を
差
し
伸
べ
て
い
る
田

経済的なハンディを乗り越えて勉学へ目を輝かすカンボジアの児童た
ち。学習ぶりを見学する「アナコット里親」のメンバー（筆者撮影）
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中
さ
ん
は
「
私
一
人
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
、
一
緒
に
取

り
組
ん
で
く
れ
る
現
地
の
仲
間
と
、
そ
し
て
日
本
、
特
に

滝
川
や
芦
別
を
中
心
と
し
て
支
え
て
く
だ
さ
る
温
か
な
応

援
で
、少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
」と
話
す
。

　

ま
た
日
本
財
団
の
支
援
で
新
た
に
共
同
住
宅
が
で
き
上

が
っ
た
。
約
四
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
立
つ
三
階

建
て
一
部
四
階
。
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
個
室
も

一
〇
室
用
意
、
借
金
取
り
に
追
わ
れ
る
家
族
や
夫
の
Ｄ
Ｖ

か
ら
逃
れ
る
妻
子
、身
寄
り
の
な
い
子
供
ら
の
避
難
場
所
、

さ
ら
に
学
習
支
援
、
職
業
訓
練
、
生
活
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
。
将
来
は
野
菜
な
ど
食
材
の
自
給
も
目
指
す
。

　

美
術
教
育
や
小
児
病
院
の
運
営
も

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
音
楽
や
美
術

が
ほ
と
ん
ど
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、「
自

己
表
現
が
苦
手
な
子
が
多
い
」
と
い
う
。
田
中
代
表
は

音
楽
面
で
の
教
育
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
美
術
の
面
で

熱
心
に
奉
仕
を
し
て
い
る
元
東
京
都
立
高
校
教
員
に
出
会
っ

た
。「
小
さ
な
美
術
ス
ク
ー
ル
」
を
主
宰
す
る
笠
原
知
子
さ

ん
で
、二
〇
〇
八
年
か
ら
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
市
内
に
住
み
、

孤
児
院
や
学
校
な
ど
へ
出
前
授
業
や
学
校
訪
問
を
行
っ
て

い
る
。
絵
を
描
く
こ
と
で
豊
か
な
表
現
す
る
喜
び
を
、
と

自
宅
を
美
術
教
室
兼
ア
ト
リ
エ
と
し
て
開
放
し
て
い
る
。

　

ま
た
「
ア
ン
コ
ー
ル
小
児
病
院
」
は
古
代
遺
跡
郡
撮
影

の
た
め
に
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
に
旅
を
重
ね
て
い
た
カ
メ

ラ
マ
ン
井
津
建
郎
さ
ん
＝
在
米
国
＝
が
世
界
中
に
呼
び
か

け
て
結
成
し
た
非
営
利
団
体
フ
レ
ン
ズ
・
ウ
ィ
ズ
ア
ウ
ト
・

ア
・
ボ
ー
ダ
ー
（
国
境
な
き
友
人
）
が
一
九
九
九
年
シ
ェ

ム
リ
ア
ッ
プ
に
開
院
し
た
。

　

無
料
診
療
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
周
辺
農
村
部
か
ら

も
子
供
を
抱
え
て
受
診
に
訪
れ
て
い
る
が
、
入
院
費
な
ど

は
無
料
な
が
ら
、
食
事
は
自
分
た
ち
で
賄
う
た
め
に
、
地

方
か
ら
の
親
は
泊
ま
り
込
み
で
毎
食
入
院
し
て
い
る
子
供

へ
届
け
る
。
食
事
時
間
に
は
病
院
前
は
食
事
を
持
参
し
た

親
た
ち
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
。
親
た
ち
は
自
分
の
宿
泊

費
な
ど
も
か
か
る
た
め
に
、
貧
困
家
庭
に
と
っ
て
は
経
済

的
に
は
厳
し
い
そ
う
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、カ
ン
ボ
ジ
ア
で
活
動
し
て
い
る
人
の
中
で
、

有
名
な
の
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
、

有
森
裕
子
さ
ん
。
有
森
さ
ん
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ハ
ー
ト
・
オ

ブ
・
ゴ
ー
ル
ド
」
を
結
成
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
や
マ
ラ

ソ
ン
大
会
な
ど
を
通
じ
て
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
フ
ォ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
安
田
菜
津
紀
さ
ん
が
高
校
生
ら
を
対
象

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

お
わ
り
に

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
最
近
の
経
済
成
長
は
六
～
七
％
前
後
の

伸
び
で
、
貧
困
率
は
二
〇
〇
四
年
の
五
三
％
か
ら
、
二
〇

一
三
年
に
は
一
六
％
ま
で
向
上
し
た
、
と
現
政
府
は
対
外

発
表
を
し
て
い
る
も
の
の
、
隣
国
タ
イ
へ
の
出
稼
ぎ
も
多

く
現
地
で
は
「
あ
ま
り
改
善
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
声

が
根
強
い
。

　

シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
で
は
ア
ン
コ
ー
ル
・
ワ
ッ
ト
の
観
光

客
目
当
て
で
、
い
ま
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
海
外
資
本
が
高
級

ホ
テ
ル
や
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
次
々
と
建
設
し
て
、
活
況
を

呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
郊
外
に
は
ま
だ
数
多
く
の
地
雷

が
残
っ
て
お
り
、
依
然
戦
禍
が
癒
え
て
い
な
い
。
中
心
部

を
流
れ
る
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
川
沿
い
に
あ
っ
た
貧
民
街
は

強
制
的
に
撤
去
さ
れ
て
郊
外
へ
追
い
払
っ
た
り
、
強
権
的
に

道
路
拡
張
を
し
て
経
済
的
な
補
償
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
住
宅

を
失
っ
た
人
た
ち
な
ど
経
済
格
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
税
金
は
〝
国
民
総
捕

捉
国
家
〟
へ
ば
く
進
し
て
い
る
が
、
一
方
カ
ン
ボ
ジ
ア
は

〝
寄
付
〟
を
ベ
ー
ス
に
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
い
る
。
両

国
の
在
り
方
は
、
あ
る
種
両
極
端
な
が
ら
聞
か
れ
る
の
が

「
政
府
は
何
を
し
て
い
る
の
？
」「
税
金
の
使
い
方
は
？
」

と
の
声
だ
。
上
座
部
仏
教
の
国
な
の
で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
人

は
「
寄
付
は
功
徳
を
積
む
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
も
の
の
、

現
政
府
の
腐
敗
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
結
び
つ
き
な
ど
へ
の
不

満
は
か
な
り
た
ま
っ
て
い
る
、
と
感
じ
た
。

＜

は
ぎ
も
と　

か
ず
ゆ
き
・
北
海
道
武
蔵
女
子
短
大
非
常
勤
講
師＞

ゾ
ウ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
製
作
し
て
、
自
立
を
め
ざ
す
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
主

婦
た
ち
。
手
前
に
製
作
し
た
人
気
の
ぬ
ぐ
る
み
の
ゾ
ウ
（
筆
者
撮
影
）


